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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　まずは，児童の実態です。今年度から担任していますが，やんちゃで元気な男子１９名，しっかり者の女子９名，三川小で一番パワーのある学級です。

　昨年度のCRTの結果を見ると大領域は，「書くこと」を除いて全国平均を上回っています。しかし，中領域では「叙述を基に場面を想像し読むこと」が全国平均を下回っていました。
　授業中も，叙述から離れて自分勝手な読みとりをしたり，挿絵からイメージを広げたりすることがありました。

　そこで，実践テーマを｢叙述に即して，登場人物の変化を読み取る｣としました。


Yy G N R sy

218 A W)
 EROTEAEHIRD



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　　今までの物語の授業を振り返ると，場面ごとに「登場人物の気持ちを考えましょう」といった発問を投げかけ，まるで道徳のような授業を展開していました。そもそも，物語の学習では，子どもたちに何を読み取らせるべきなのでしょうか。
　
　物語には，主人公とも言われる登場人物がいます。この登場人物は，他者と出会い，様々な行動をしたり，時に立ち止まって考えたり，経験を重ねたりしていくことで，最初とは違う人物へと｢変化・変容｣していきます。

　この｢変化・変容｣を読み取り，作品の心ともいえる主題を読み取ることが，物語の学習において大切なことだと私は考えます。

　自学級の子どもたちが，登場人物の「変化・変容」に気づき，作品の主題を読み取るためには，どのような指導を講じていけばいいのか，まず研究の仮説を立てました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
実践の仮説です。

登場人物の心情や作品の主題を自分勝手な思い込みで読んでしまう子どもに

物語の構造や作品の山場・クライマックス場面を中心に物語を読む指導をすれば

本文を手がかりとして，登場人物の変化。変容に気づき，物語の主題を考えられるようになる。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　先ほどの仮説を検証するために，手立てを考えました。今回の実践では，①音読を工夫すること。②ペアトーク・グループトーク・全体討論を計画的に取り入れること。③物語の基本構造と構造曲線を理解し，物語を読むこと。これら３つを指導の手立てとしました。

　順番に説明させていただきます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　まず，音読の工夫です。読めなければ，読み取りもできません。本文にこだわって読み取りをする子どもを育成するために，音読指導を工夫しました。（１）音読（２）黙読は説明を省かせていただきます。

　（３）の微音読は，自分にだけ聞こえるくらいの声の大きさで読む音読です。思春期に入り，人前で声を出すことが恥ずかしくなってきている高学年に適した音読と言えます。
　（４）は，句点や読点を考えず，とにかく速く読む音読です。文章になれた単元の後半で用いました。また，目で捉える情報量を増やしたり，滑舌をよくしたり，脳の活性化にもつながると考えました。
　（５）のストップ音読は，読み手が間違えたら，聞き手が「ストップ」と声をかけ，役割を交代する音読です。読み手は間違えまいとして，聞き手は間違いを聞き漏らすまいとして，どちらも真剣に取り組みます。

　「読書へのアニマシオン」にも紹介されている，（４）速読，（５）ストップ音読はゲーム性が高く，子どもにも人気の音読となりました。このように音読のバリエーションを増やし，単元や時間，子どもの様子に合わせて音読を行うことが一つ目の手立てです。



QORTr—HDIL—)L

- ﬁj\d)- A

S AYE

#HZELT


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　次に，ペアトークです。私の学級では，いつも決まった子どもだけが挙手・発言をし，他の子どもたちがお客さんのようになっていることがよくありました。

　そこで，一人一人が話をする時間を確保するためにペアトークを取り入れました。ルールは，御覧の４点です。

　一度に自分の考えをすべて話してしまうと，自分と相手と２回の発言で話し合いが終わってしまいます。それを防ぐために，考えを短く区切り，少しずつ話すように指導しました。

　そして，きちんと相手の話を聞いているとアピールするために相槌をうったり，頷いたりすることにしました。

　もし，時間が余ってしまったら，もう一度最初から話すことも大事なルールです。なぜなら，２回目の話し合いは，最初に出てこなかった言葉が付け加えられたり，よりスムーズにトークが進められたりするからです。
　
また，ペアトークは，当校の研究テーマでもある「子ども同士のかかわりあいを大切にする」という点でも有効であると考えました。

　ペアトークやグループトークなどの話し合い活動が二つ目の手立てです。
　
　これら２つの手立てを，自学級における国語学習の基礎基本とし，物語以外の学習でも重点的に指導をしました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　最後に物語の基本構造と構造曲線です。

　広辞苑によると，「叙述」とは，「物事の有様や考えなどを順を追って述べること」とありました。
　無数の文字が集まって言葉になり，言葉が紡がれることで文章となります。文章が列をなすことで場面ができ，場面が合わさって物語となります。物語は，文字・言葉・文章・場面の流れからできていると言えるのです。
　こうした物語の流れをとらえ，言葉や文章を根拠に考えることが，「叙述に即して考える」であると私は考えました。
　また，小さな流れで始まった物語は，終盤に近づくにつれてその勢いを増し，大きな流れに変わっていきます。こうした物語の流れを子どもたちに分かりやすく指導するために，筑波大学附属小学校の二瓶弘行先生の実践を参考にしました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　多くの物語は，「設定場面」「展開場面」「クライマックス場面」「終末場面」との４つの場面に分けることができます。二瓶先生はこれらの場面を「基本四場面」と名付けられています。

　設定場面は，文字通り物語の設定，「時」「場所」「人物」について描かれます。展開場面では出来事が始まり，展開場面で始まった出来事は，クライマックス場面で山場を迎えます。そして，山場を越えた物語は，終末場面でその結末やその後の話が語られます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　これら４つの場面は，別の言葉で言い換えたり，さらに細分化したりすることが可能です。
　
　ほとんどの物語では，作品の冒頭で「時・場所・人物」について設定が描かれます。そして，展開場面から出来事が始まり，クライマックス場面へと続きます。作品の山場であるクライマックス場面は，クライマックスの始まり，クライマックス，出来事の終わりと分けることができます。そして，終末場面は，物語の結びと言えます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　６つの場面は，一本の線で繋ぐことができます。
　冒頭で「時・場所・人物」について描かれ，ここから物語は始まります。

　次に出来事が始まりますが，冒頭から物語が急展開するケースは少ないので，「冒頭」と「出来事の始まり」は，横にまっすぐつながります。

　出来事の始まりから，線は左上に向かっていきます。これは物語が展開していくことを表しています。
　
　そして，クライマックスの始まりからクライマックスにむかって，物語は一気に急加速していきます。ここが作品の山場です。

　クライマックスに到達した線は，出来事の終わりに向かってやや下がり，結びにて物語の後話が語られます。

　このように物語は，最初から最後までつながっており，どの場面も重要な役目を持っているのです。その場面の中でも特に重要な場面がクライマックス場面です。これまで上向きのベクトルだった物語が，クライマックス場面で下向きのベクトルになります。つまり，クライマックス場面で物語が変わるのです。

　以上が物語の構造曲線の説明です。物語の基本構造を理解し，構造曲線を生かして物語を読むことが三つ目の手立てです。
　これら３つの手立てをもとに，物語の指導を開始しました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　本校の５年生が学習する物語は，５つしかありません。児童の発達段階や担任とのかかわり，子ども同士のかかわりを考慮し，一年間という長いスパンで実践していく計画を立てました。なお，ペアトークなどの話し合い活動は，他教科でも計画的に実施してきました。今回の発表では，３つの手立てをすべて用いて指導した「大造じいさんとがん」に焦点を当て，発表させていただきます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　「大造じいさんとがん」は，９月に実施しました。これまでの授業の様子から，国語の基礎基本である「音読」と「ペアトーク」は，本単元でも実践できる手応えがありました。

　しかし，「構造曲線」は，子どもたちにとって初めて学習する分野です。そこで，既習の物語を使って，「構造曲線」を理解し，作品の「変化・変容」に気づくことの大切さを学ぶところから始めました。

　「かさこじぞう」は，「貧しかった老夫婦」が地蔵を助けたことで，「よいお正月を迎え」ます。

　「あめ玉」は，「侍におびえていた母親」が，子どものために飴を割った「侍の優しさに気づき」ます。

　「のどがかわいた」は，「けんかっ早いイタマル」が，ミッキーとの出会いを通して，「恋愛にあこがれる」少年へと変化します。

　以上の３作品は，これまでに学習した物語文です。

　そして，「構造曲線」の理解度を確認するために，６年生の教材として扱われることが多い「バラの谷」も教材として用いました。構造曲線を理解し始めた子どもたちは，２時間程度で，「バラ作りの名人ドラガン」が，様々な色のバラを作りながらも，最終的に「自然なバラの色が一番美しい」と気が付いた，とまとめることができました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　３つの手立てについて，十分に実践を積んだうえで，「大造じいさんとガン」に入りました。３・４・５次，特に６・７・８時が，この単元の山場・クライマックスです。特に，第７時は公開授業と位置づけて，校内の先生方や指導主事の方々にも参観していただきました。６・７・８時を中心に，実践の様子を振り返ります。


iﬁﬁﬁﬁnlu %E)?D (%3 - 4%)

Os Eiﬁ
Bl AEEDO R
35 -&b'ésﬂﬂ

RECWSA DY DE BREMALFEELL
REL---HUDEEE YISHEPD E-BHEXLYE

OHoI L(FELDERMND)
RELVSAEBRENBSIHE



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　まず，３・４時間目の授業の様子です。作品の冒頭場面から，子どもたちは，しっかりと「時・場所・人物」について理解することができました。
　次に，なるべく短く簡潔にあらすじをまとめましょう，となげかけたところ，「大造じいさんと残雪が戦うお話」という意見が大多数を占めました。


EmDtEE
DigEMH R (B 5FF)

S5 5 E
HOSHEET I RNSIH

_n.z_u
>IN0
Hik ST

0O TS
RS &[NS
B LER

IS SLEH >

L NBUEIN;
SN TN e

OEFERKL

EFERiRlONSE

07_747v7x% _?Ki
6 -

m$$®ﬁbu
@ | KE o ERIE

_I_ / \b
S tx*ms.c@nn.n



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　いよいよ，「構造曲線」です。

　まず，物語の冒頭では，大造じいさんと残雪の対立の図式が描かれます。

　いよいよ，大造じいさんと残雪の戦いが始まり，ここからが出来事の始まりです。ウナギ釣り針作戦，５俵のタニシ作戦と物語が展開していきます。なお，作戦名はすべて子どもたちが考えたものです。

　むかえたおとり作戦からクライマックス場面が始まり，ハヤブサと残雪が戦う場面の後にこの物語のクライマックスが控えます。

　クライマックスを終えると，「檻の中で一冬を越す残雪」の様子，大造じいさんの残雪への思い，そして別れが描かれ，物語は終末に向かっていきます。

　このように「構造曲線」をおさえ，クライマックス場面から「大きく変化したものは何なのか」，そして，「クライマックスの１文はどこなのか」を読み取る第６時・７時へと続いていきます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　第６時では，主人公である「大造じいさん」の動きや心の変化に着目しながら授業を進めました。子どもたちは，クライマックスの前後の文から，残雪のことを「いまいましい」「たかが鳥」等と思っていた大造じいさんの気持ちが変わってきていることに気づきます。

　そして，どの文で大造じいさんの気持ちが変わったのか，子どもたちに投げかけたところ，３つの文章に絞られました。

３つの選択肢を読む

　これら３つの文章は，教師が予想したものと一致し，これまでの実践がほぼ予定通りに来ているという自信にもつながりました。次の時間は，（ア）～（ウ）を窓口として，クライマックスの１文を探す第７時です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　いよいよ，クライマックスの１文を探す７時間目です。この１時間は，「ペアトークで自分の考えに自信をもったり，友だちの意見を聞いて自分の意見をよりよくすること。」そして，「全体討論で，全員が納得できる答えを見つけること」を狙いとしました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　７時間目の開始時，音読後に書いた構造曲線です。この構造曲線に子どもたちの考えを反映させ，構造曲線の完成を目指しました。大造じいさんの気持ちや残雪を反映する言葉も加わっていますが，前出の構造曲線がベースです。


_____=
SHSHOSHERET | RNASIE
>IN0
HikirSE#>

|

ISl S{H >

DU OB
ALY\

OJIDN IS | KXo

m$$®ﬁbu
SCHW | KT o #R

R/ 077 :ﬁywim_
D -WEMVSE LR

H 159 teE HifR



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　目指すべき構造曲線です。第７時は，どこがクライマックスなのか，ペアトークや全体討論をしながら探っていきました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　構造曲線に続いて，ペアトークです。資料を御覧下さい。本時では，（ア）のグループ，（イ）のグループ（ウ）のグループに座席を分け，ペアトークをすることにしました。これは，円滑に話し合いが進むこと，そして，意見がより深まることをねらっています。
　まずは，（ア）のグループです。最初は，ただ単に「銃を下ろしたから」といっていた子どもが，ペアトークをすることで徐々に言葉が足されていきました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
続いて（イ）のグループです。お気づきの先生もいらっしゃるかと思いますが，（イ）の文章は，大造じいさんの気持ちというよりも，残雪に視点を当てて書かれています。そのため，大造じいさんの気持ちを深く考えることが難しく，ほとんど言葉が足されることがありませんでした。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　最後に（ウ）のグループです。人数が一番多かった（ウ）のグループは，言葉が足されるだけでなく，大造じいさんの前後の様子にまで言及する子どもも現れました。私が目指していた本文を手がかりとして，登場人物の気持ちを考えることができる子ども，登場人物の変化･変容に気づく子どもが見られた瞬間でもありました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　こうした（アイウ）のペアトークの様子を全体で出し合い，大造じいさんの前後の様子からクライマックスの１文を探しました。
そして，（アイウ）の文章の特徴をまとめ，「クライマックスの１文は（ウ）である。」としました。しかし，子どもたちに意見を出し合わせて，戦わせる時間が少なかったため，まだ，納得できない子どももいるようでした。第７時で納得できなかった子どもたちをどのように納得されるか，次時の課題が残りました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　第７時を参観してくださった，中原指導主事のご指導のもと，第８時は，大造じいさんと残雪の関係からクライマックスの１文をもう一度探しました。
　大造じいさんに影響を与える残雪の行動に着目したところ，（ア）の文章の後にも，（イ）の文章の後にも，残雪の行動が描かれていました。残雪の行動は，（ウ）の直前まで書かれているのです。このことから，クライマックスは（ウ）であると，全員が納得することができました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　作品の主題です。子どもたちに，まず「大造じいさんとガン」で大きく変わったことを問いました。子どもたちからは，「残雪への気持ちが変わった」という意見，そして，「残雪をライバルと認めた」という意見が出ました。ここから学級全体で，作品の主題として「種族をこえた友情」とまとめることができました。
　つぎに，作品の終末から「大造じいさんと残雪の戦い」について考えました。二人の戦いは，生きるための戦いであり，これからも戦いは続いていきます。ここから，「自然の厳しさ」も主題であるとまとめることができました。

　主題をまとめ，これまでの学習を生かして朗読に取り組みましたが，構造曲線や作品の山場を学習した子どもたちは，クライマックスに向かって抑揚をつけたり，間を取ったりと，工夫した朗読をしていました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　成果と課題です。
　
　まずは成果ですが，物語文の「変化・変容」の重要性に気づき，それらを意識して読もうとするようになりました。
　また，物語の基本構造と構造曲線を理解することで， 本文を根拠に，行間を読む子どもが増えました。特に，「○ページの○行目にこう書いてあるので，○○だと思います。」というような，本文を根拠に意見を述べる子どもが増加しました。

　次に課題です。子どもたち一人一人が自力で物語を読むために，個人で基本構造を考え，構造曲線を書けるようになる必要があります。この課題は，これから実施する「わらぐつの中の神様」で取り組んでいく予定です。おみつさんのお話の構造曲線を書き，クライマックス場面を中心に読み，まさえのわらぐつに対する気持ちの変化を考えさせようと思っています。
　次にペアトークは上達したが，全体討論の言葉の選び方，質問の仕方，聞き方を練習する。という課題があります。これは，新学習指導要領の言語事項の分野とも関連がありますが，国語の時間だけでなく，道徳や学活など様々な時間に計画的に全体討論を取り入れ，経験を積んでいこうと考えています。
　今後も実践を重ね，物語の主題と自分の生き方を比較して考えられるような子どもの育成を目指したいと思います。
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